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議長 
吉田義雄  

3

　
平
成
20
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
12
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
８
日
間
の
９
月
19
日
ま
で
と
決
め
条
例
案
４
件
、
一
般

事
件
案
１
件
、
予
算
案
６
件
、
報
告
事
件
案
３
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。

　
７
日
目
の
18
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
質
問
者
が
４
人
と
今
ま
で
で
最
小
の
人
数
で
し
た
が
、
沢

山
の
傍
聴
者
の
中
、
質
問
台
に
立
ち
町
行
政
に
対
し
論
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の
19
日
に
は
全
議
案
と
も
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
承
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

平成20年議会だよりみさと第16号 2

◎
美
郷
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

委
員
会
設
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定

�
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
、
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進

を
図
る
た
め
に
推
進
委
員
会

を
20
人
以
内
の
委
員
で
構
成

す
る
。

◎
美
郷
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
改
正

�
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
健
全
化
判
断
比
率
を
監

査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
公

表
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の

こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。

◎
美
郷
町
議
会
の
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

�
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い

議
員
の
報
酬
が
議
員
報
酬
と

い
う
固
有
名
詞
に
改
正
さ
れ

た
。

◎
美
郷
町
乳
幼
児
等
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
�
島
根
県
肝
炎
治
療
費
助
成
制

度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
乳
幼
児
医
療
費
も
助
成
対

象
と
な
り
追
加
さ
れ
た

◎
主
な
補
正
内
容
は
４
月
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
組
替

え
、
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う

も
の
が
主
で
各
会
計
の
補
正

額
は
次
の
と
お
り

◎
平
成
19
年
度
美
郷
町
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

�
監
査
意
見
（
総
評
抜
粋
）

財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ

れ
、
新
た
な
指
標
が
整
備
さ

れ
る
と
と
も
に
情
報
開
示
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
、
早
期
健

全
化
基
準
が
設
け
ら
れ
た
。

当
該
諸
比
率
は
財
政
健
全
化

の
策
定
を
求
め
ら
れ
る
基
準

値
を
下
回
っ
て
い
る
と
は
い

え
、
依
然
と
し
て
ひ
っ
迫
し

た
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
り
な
い
。
引
き
続
き

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

（単位：千円）
会 計 名 補正前の額 補 正 額 補正後の額

一 般 会 計 5,779,000 335,211 6,114,211
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 168,332 2,727 171,059
下 水 道 事 業 特 別 会 計 299,044 △ 4,242 294,802
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 680,103 △ 82 680,021
国民健康保険診療所特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計

137,321
149,537

5,614
26,557

142,935
176,094

提
案
さ
れ
た
議
案

条
　
例

一
般
事
件
案

会　計　名 歳入総額 歳出総額 差　引　額

一 般 会 計 6,808,500,472 6,691,669,434 116,831,038

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計 23,922,119 23,922,119 0

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 233,354,911 233,281,924 72,987

下水道事業特別会計 298,727,756 298,656,406 71,350

君谷診療所特別会計 3,759,945 3,759,945 0

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 737,057,740 735,527,648 1,530,092

国民健康保険診療所
特 別 会 計 135,847,032 133,050,697 2,796,335

老人保険特別会計 1,233,012,468 1,233,012,468 0

平成19年度決算状況 （単位：円）

予
算
案
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◎
平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く

美
郷
町
健
全
化
判
断
比
率
等

の
報
告

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
美
郷
町
の
健
全
化
判
断
比

率
の
報
告
が
さ
れ
た
が
、
何

れ
も
基
準
値
を
下
回
っ
て
お

り
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て

も
資
金
不
足
は
生
じ
て
い
な

か
っ
た
。

◎
美
郷
町
開
発
公
社
と
㈱
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
だ
い
わ
の
平

成
19
年
度
決
算
及
び
平
成
20

年
度
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ

た
。

新たな過疎対策法の制定に関する意見書

過疎対策については、昭和45年に「過疎地域対策緊急措置法」制定以来、３次にわたる特別措
置法の制定により、総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整備や産業
の振興など一定の成果を上げたところである。
しかしながら、人口減少と高齢化は特に過疎地域において顕著であり、路線バスなど公共交通

機関の廃止、医師及び看護師等の不足、耕作放棄地の増加、森林の荒廃など生活・生産基盤の弱
体化が進むなかで、多くの集落が消滅の危機に瀕するなど、過疎地域は極めて深刻な状況に直面
している。
過疎地域は、我が国の豊かな自然や歴史・文化を有するふるさとの地域であり、また、都市に

対して、食糧の供給・水資源の供給、自然環境の保全といやしの場を提供するとともに、森林に
よる地球温暖化の防止に貢献するなどの多面的・公共的機能を担っている。
過疎地域は、国民共通の財産であり、国民の心のより所となる美しい国土と豊かな環境を未来

の世代に引き継ぐ努力をしている地域である。
現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は平成22年３月をもって失効することとなるが、過疎

地域が果たしている多面的・公共的機能を今後も維持していくためには引き続き、過疎地域の振
興を図り、そこに暮らす人々の生活を支えていくことが重要である。過疎地域が、そこに住み続
ける住民にとって安心・安全に暮らせる地域として健全に維持されることは、同時に、都市をも
含めた国民全体の安心・安全な生活に寄与するものであることから、引き続き総合的な過疎対策
法を充実強化させることが必要である。
よって、新たな過疎対策法の制定を強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成20年９月19日

島根県邑智郡美郷町議会

請 願 及 び 陳 情 要 旨 審議結果 付託常任委員会

採 択美郷町粕渕地区商店街周辺整備について 総務常任委員会

採　択定住団地建設に関する要望について 〃

継続審議共同労働の共同組合法の速やかな制定を求める意見書採
択について 〃

不採択後期高齢者医療制度「中止・撤回」意見書採択について 教育民生常任委員会

継続審議国の社会保障費削減方針撤回意見書採択について 〃

不採択原油・飼料価格高騰による農家緊急支援に関する要望に
ついて 産業建設常任委員会

こ
の
ほ
ど
任
期
満
了
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
議
会
推
薦

の
農
業
委
員
会
委
員
に
大
畑

お
お
は
た

惠
一

し
げ
か
ず

氏
（
長
藤
）
を
推
薦
し

ま
し
た
。

◎
最
終
日
19
日
に
総
務
常
任
委

員
会
よ
り
新
た
な
過
疎
法
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
が
提

出
さ
れ
全
会
一
致
で
決
議
し

ま
し
た
。
な
お
決
議
し
た
次

の
意
見
書
は
総
理
大
臣
を
は

じ
め
各
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。

◎
本
定
例
会
に
陳
情
３
件
が
提
出
さ
れ
所

管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
慎
重
に
審
議

し
ま
し
た
。
ま
た
継
続
審
議
中
を
含
め

審
査
報
告
が
さ
れ
何
れ
も
満
場
一
致
で

報
告
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。

（単位％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債比率 将来負担比率

－ － 21.7 180.4

（15.00） （20.00） （25.00） （350.0）

報
告
事
件
案

請
願
・
陳
情
審
査
報
告

意
　
見
　
書

農
業
委
員
に
大
畑
氏
を
再
選

※（ ）内数字は基準値
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4人登壇 

町長 
沖野 健 

使
用
済
み
携
帯
電
話

の
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
携
帯
電
話
の
内
部
に
含

ま
れ
て
い
る
レ
ア
メ
タ
ル
と
言

う
希
少
金
属
（
ニ
ッ
ケ
ル
や
タ

ン
グ
ス
テ
ン
な
ど
31
種
類
の
金

属
の
総
称
）
は
、
世
界
的
に
需

給
が
ひ
っ
迫
し
異
常
に
価
格
が

急
騰
し
て
い
る
。
日
本
は
有
数

の
レ
ア
メ
タ
ル
消
費
国
で
、
国

内
で
は
殆
ど
、
生
産
が
で
き
ず

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

特
に
携
帯
電
話
一
台
に
約

０
・
02
グ
ラ
ム
の
金
と
、
バ
イ

ブ
モ
ー
ド
に
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン

が
使
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
携

帯
電
話
１
ト
ン
に
は
約
３
０
０

〜
４
０
０
グ
ラ
ム
の
金
が
含
有

さ
れ
て
い
る
（
金
鉱
石
１
ト
ン

に
は
50
グ
ラ
ム
）
。
し
か
し
、

携
帯
電
話
は
20
％
し
か
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ

る
。貴

重
な
資
源
を
眠
ら
せ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
広
報
活
動
を
行

い
、
携
帯
電
話
は
捨
て
て
は
い

け
な
い
も
の
と
し
て
ゴ
ミ
分
別

案
内
に
掲
載
す
る
と
か
、
破
棄

す
る
場
合
は
購
入
店
で
の
処
理

を
促
す
。
等
々
工
夫
し
な
が
ら

町
民
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
が
対
策
は
ど
う

か
。

沖
野
町
長

レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
金

属
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入

に
依
存
を
し
て
お
り
、
今
後
安

原　　修 議員

使
用
済
み
携
帯
電
話
の 

 

リ
サ
イ
ク
ル
呼
び
掛
け
を 

購
入
業
者
で
の
処
理
を
呼
び
掛
け
た
い
 

定
的
な
確
保
が
国
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
多
く
の
地
下
資
源

は
、
今
後
数
十
年
で
枯
渇
す
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
を
さ
れ

て
る
中
、
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
有

効
利
用
、
再
利
用
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
国

民
が
無
関
心
で
は
い
け
な
い
時

代
に
来
て
い
る
。

携
帯
電
話
は
多
く
の
個
人
情

報
を
備
え
て
い
る
。

笹
畑
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
携
帯
電
話
の
収
集
を

行
っ
て
い
る
。
個
人
情
報
の
漏

洩
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
不
燃

物
扱
い
と
し
て
破
砕
し
埋
め
立

て
の
処
分
を
行
っ
て
い
る
が
、

再
び
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

必
要
性
も
強
く
感
じ
て
い
る
。

従
っ
て
、
提
案
の
と
お
り
個

人
情
報
処
理
可
能
な
購
入
業
者

へ
の
持
ち
込
み
に
よ
る
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
の
呼
び
か
け
を
進
め

た
い
。

若
者
定
住
住
宅
の
取
組
は 

次
年
度
は
更
に
検
討
し
た
い
 

沖
野
町
政
の
目
玉
的

事
業
で
あ
る
町
営
若
者

定
住
住
宅
の
建
設
は
、
19
年
度

（
本
郷
地
域
）
、
20
年
度
（
別

府
地
域
）
と
進
め
ら
れ
、
人
口

減
少
対
策
と
し
て
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。

こ
の
事
業
の
結
果
が
良
け
れ

ば
将
来
50
戸
程
度
の
建
設
計
画

も
あ
る
と
耳
に
し
た
。

住
宅
建
設
に
関
し
て
の
次
の

点
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

①
　
応
募
結
果
の
分
析
は
。

②
　
今
後
の
建
設
計
画
は
。

③
　
計
画
が
あ
る
な
ら
ば
、
建

設
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
わ
れ

る
が
、
立
地
条
件
と
入
居
応
募

者
の
ニ
ー
ズ
が
合
致
す
る
こ
と

が
絶
対
条
件
だ
と
判
断
す
る
。

や
な
し
お
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
結

果
を
受
け
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

沖
野
町
長

や
な
し
お
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
若
者
定
住
住
宅
へ

の
入
居
申
込
は
、
全
国
紙
で
報

道
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多

数
の
照
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
一
番
心
配
を
さ
れ
て
い
た
の

が
、
働
き
場
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
応
答
の
中
で
町
内
で
の
就

職
は
大
変
難
し
い
状
況
で
あ
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り
、
近
隣
の
大
田
市
な
ど
で
就

職
を
考
え
て
頂
く
必
要
が
あ
る

と
答
え
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
県
外
10
人
の
方
を
含
め

て
、
28
人
の
方
が
申
込
書
を
提

出
さ
れ
た
。

入
居
者
の
決
定
は
、
面
接
に

よ
る
審
査
会
を
開
催
し
、
県
外

か
ら
の
３
人
を
含
め
18
人
の
内

か
ら
５
戸
の
入
居
者
を
決
定
し

た
。入

居
決
定
し
た
の
は
、
町
内

に
Ｉ
タ
ー
ン
を
さ
れ
て
い
た
方

が
２
人
、
県
内
の
方
が
２
人
、

県
外
の
方
が
１
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
県
外
の
方
は
、
事
情
に
よ

り
辞
退
さ
れ
た
の
で
、
予
め
決

定
し
て
い
た
補
欠
の
方
、
町
内

の
方
で
あ
る
が
繰
り
上
げ
決
定

し
た
。

①
　
応
募
結
果
の
分
析
に
つ
い

て
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
入
居

資
格
は
40
才
以
下
の
ご
夫
婦
で

小
学
生
以
下
の
子
供
が
い
る
家

庭
と
制
限
を
つ
け
て
い
る
。
生

活
の
基
本
で
あ
る
働
き
場
に
つ

い
て
多
く
の
人
が
心
配
さ
れ
て

お
り
、
若
い
方
の
Ｉ
タ
ー
ン
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
に
考
え

る
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
美
郷
町

近
隣
の
県
内
の
方
に
絞
る
と
、

広
い
敷
地
に
自
由
設
計
に
よ
る

住
宅
の
建
設
は
、
入
居
者
に

と
っ
て
大
変
魅
力
の
あ
る
政
策

交
流
セ
ン
タ
ー
の 

 

機
能
強
化
を
問
う 

 

連
合
自
治
会
な
ど
連
携
を
強
化
 

景山良材 議員

合
併
以
来
、
交
流
セ

ン
タ
ー
が
行
政
と
地
域

住
民
の
交
流
、
ま
た
学
習
の
場

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
る
。
本
町
の
高
齢
化
と
過
疎

化
の
進
行
は
著
し
く
進
み
、
限

界
集
落
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

中
で
、
連
合
自
治
会
を
中
心
と

し
て
行
政
と
地
域
住
民
が
協
働

し
て
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
が
更
に
重
要
と
考
え
る
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
、
次
の
４
点
を
提
言
し

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

①
　
地
域
の
協
働
の
町
づ
く
り

と
し
て
、
町
内
13
連
合
自
治
会

の
組
織
強
化
が
重
要
で
あ
り
、

人
材
育
成
と
財
政
基
盤
の
確
立

が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
支
援
体

制
の
現
状
は
ど
う
か
。

②
　
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
生
涯

学
習
な
ど
公
民
館
機
能
優
先
と

な
っ
て
い
る
。
課
題
と
さ
れ
て

い
る
限
界
集
落
対
策
や
防
犯
防

災
対
策
、
地
域
振
興
策
に
つ
い

て
も
、
連
合
自
治
会
が
一
役
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
行

政
と
の
連
携
を
強
化
す
べ
き
と

考
え
る
が
伺
う
。

③
　
交
流
セ
ン
タ
ー
の
所
長

を
、
連
合
自
治
会
事
務
局
長
が

兼
務
し
、
集
落
活
性
化
対
策
と

し
て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

深
刻
な
限
界
集
落
に
助
言
す
る

集
落
支
援
員
を
導
入
し
、
セ
ン

タ
ー
所
長
が
兼
務
し
て
は
ど
う

か
。

④
　
行
政
と
役
割
分
担
す
る
こ

と
で
、
連
合
自
治
会
が
元
気
に

活
動
さ
れ
る
こ
と
は
、
職
員
数

が
削
減
さ
れ
、
負
担
が
増
加
す

る
行
政
と
の
よ
り
よ
い
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
人
件
費
削
減
の

観
点
か
ら
行
政
職
員
Ｏ
Ｂ
を
交

流
セ
ン
タ
ー
所
長
に
嘱
託
職
員

と
し
て
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

沖
野
町
長

①
　
連
合
自
治
会
の

機
能
を
高
め
る
意
味

で
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
講
座
（
元
気
塾
）
を
実
施

し
て
い
る
。
財
政
的
な
支
援
と

し
て
、
自
治
会
へ
の
運
営
助

成
、
連
絡
事
務
等
、
嘱
託
費
と

し
て
９
６
０
万
円
交
付
し
て
い

る
。
こ
の
交
付
金
の
扱
い
は
各

連
合
自
治
会
、
自
治
会
に
よ
っ

て
違
う
。
連
合
自
治
会
へ
３
万

円
、
廃
校
を
管
理
す
る
連
合
自

治
会
へ
５
万
円
、
連
合
自
治
協

議
会
へ
５
万
円
交
付
し
て
い

る
。

②
　
協
働
の
町
づ
く
り
を
進
め

て
行
く
う
え
で
、
連
合
自
治

会
、
公
民
館
、
交
流
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
、
大
変
重
要
と
考
え

て
い
る
。

総
務
課
が
担
当
し
て
い
る
、

限
界
集
落
対
策
、
防
犯
・
防
災

対
策
や
、
企
画
が
担
当
し
て
い

と
考
え
て
い
る
。

②
　
今
後
の
建
設
計
画
に
つ
い

て
は
、
今
回
多
く
の
方
に
応
募

を
頂
い
た
事
や
、
建
設
の
財
源

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
過
疎
債

も
21
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る

事
な
ど
を
考
慮
し
、
次
年
度
の

建
設
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
を

行
い
た
い
。

③
　
建
設
場
所
に
つ
い
て
の
考

え
方
で
あ
る
が
、
現
在
、
町
内

３
地
域
か
ら
住
宅
の
建
設
に
つ

い
て
の
要
望
が
出
て
い
る
。
次

年
度
に
お
い
て
若
者
定
住
住
宅

を
建
設
す
る
場
合
は
、
地
域
バ

ラ
ン
ス
や
建
設
場
所
の
状
況
、

入
居
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
を
す
る
中
で
建
設
場

所
を
決
定
し
た
い
。

やなしおニュータウン予定地
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芝
生
の
校
庭
（
大
社
小
学
校
）

「
校
庭
の
芝
生
化
」
を 

管
理
体
制
が
出
来
る
な
ら
検
討
す
る
 

籏根正一 議員

近
年
、
首
都
圏
を
中

心
に
校
庭
の
芝
生
化
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
県
内
で
も

安
来
市
、
出
雲
市
な
ど
で
芝
生

化
さ
れ
た
学
校
が
あ
り
、
芝
生

の
校
庭
の
効
用
に
つ
い
て
報
じ

ら
れ
て
い
る
。「
転
ん
だ
時
に

擦
り
傷
が
全
く
無
く
な
っ
た
」

と
か
「
子
供
達
が
穏
や
か
に
お

お
ら
か
に
な
っ
た
」
な
ど
、
癒

し
の
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
外
で
し
っ
か
り
体

を
動
か
す
こ
と
で
以
前
よ
り
遊

び
と
授
業
の
切
り
替
え
も
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
鳥
取

県
の
小
学
校
５
年
生
男
女
で

は
、
土
の
校
庭
よ
り
芝
生
の
校

庭
で
走
る
こ
と
で
、
50
メ
ー
ト

ル
記
録
で
１
秒
以
上
記
録
の
短

縮
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。
全
力
で
走
っ
て
い
て

も
転
倒
を
怖
が
ら
な
く
な
っ
た

た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

近
年
地
球
規
模
で
の
温
暖
化

防
止
対
策
が
緊
急
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
緑
化
す
る
こ
と

に
よ
り
砂
塵
の
飛
散
防
止
や
屋

内
外
の
温
度
低
下
に
も
な
る
。

ま
た
文
部
科
学
省
で
は
エ
コ
ス

ク
ー
ル
の
整
備
と
共
に
屋
外
教

育
整
備
事
業
に
よ
り
屋
外
運
動

場
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
校
庭

の
芝
生
化
に
取
組
ん
で
は
い
か

が
か
。

沖
野
町
長

一
般
的
な
張
り
芝
の

工
法
は
芝
植
作
業
、
維

る
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
銀

山
街
道
の
活
用
や
職
員
の
地
域

担
当
制
等
の
地
域
振
興
策
を
は

じ
め
、
各
課
の
施
策
は
、
情
報

を
共
有
し
連
携
を
し
実
施
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て

連
合
自
治
会
、
公
民
館
、
交
流

セ
ン
タ
ー
、
関
係
機
関
と
協
働

し
て
取
り
組
む
必
要
性
が
重
要

で
あ
り
、
連
合
自
治
会
長
会
議

に
お
願
い
を
し
、
連
携
を
強
化

す
る
方
向
で
進
め
て
参
り
た

い
。

③
・
④
　
集
落
支
援
員
の
設
置

等
に
つ
い
て
は
、
報
酬
や
活
動

旅
費
、
集
落
点
検
の
経
費
、
集

落
話
合
い
の
経
費
等
が
、
特
別

交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。

現
在
、
限
界
集
落
対
策
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
は
、
大
変
に
有
効
と

考
え
る
。

集
落
支
援
員
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
公
民
館
の
な
い
地
域
、

ま
た
連
合
自
治
会
の
地
域
ご
と

に
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
現
状
が
あ
る
が
、
所
長
の
嘱

託
化
集
落
支
援
員
と
の
兼
務
や

人
数
な
ど
の
調
査
や
関
係
機
関

と
の
調
整
を
含
め
、
検
討
を
し

て
行
き
た
い
。

都賀行公民館
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持
管
理
作
業
等
を
専
門
業
者
に

よ
り
行
な
う
こ
と
で
多
額
の
費

用
が
か
か
る
が
、
平
成
15
年
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ス

ポ
ー
ツ
鳥
取
に
よ
る
、
い
わ
ゆ

る
鳥
取
方
式
の
芝
生
化
が
推
進

さ
れ
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
こ
の
鳥
取
方
式
は
、

学
校
、
児
童
、
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
住
民
の
協
力
に
よ
る
地
域

力
で
最
小
の
経
費
で
行
う
も
の

で
あ
る
。

校
庭
の
芝
生
化
の
全
国
の
状

況
は
、
公
立
学
校
の
校
庭
で
３

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
を
芝

生
化
し
て
い
る
の
は
１
４
９
２

校
（
野
外
に
運
動
場
の
あ
る
学

校
の
４
・
13
％
）
で
あ
る
。
県

内
で
は
、
２
件
の
実
例
が
あ

る
。
出
雲
市
の
大
社
小
学
校
、

平
成
18
年
か
ら
19
年
の
２
ヶ
年

で
校
庭
７
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
を
芝
生
化
さ
れ
た
。
経
費
と

し
て
は
、
散
水
ホ
ー
ス
、
移
動

式
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
芝
刈

り
機
、
肥
料
な
ど
で
初
年
度
約

１
２
０
万
位
か
か
る
と
聞
い
て

い
る
。

芝
植
か
ら
維
持
管
理
を
含

め
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
を
含
め
地
域
支
援
委

員
会
等
の
管
理
体
制
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
ふ
ま
え
、
今
後
検
討
す

る
。

転
作
に
「
飼
料
用
米
」
の
奨
励
を 

 

詳
細
の
確
定
を
見
て
取
組
み
を
促
す
 

波多野祐康 議員

米
の
過
剰
傾
向
は
依

然
と
し
て
続
い
て
お

り
、
本
町
に
配
分
さ
れ
た
今
年

の
生
産
調
整
面
積
は
、
前
年
よ

り
更
に
厳
し
い
数
値
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
米
余
り
の
状

況
か
ら
国
は
昨
年
の
後
半
、
地

域
水
田
農
業
活
性
化
緊
急
対
策

を
打
ち
出
し
、
新
規
需
要
米
と

し
て
「
飼
料
用
米
」
を
生
産
し

た
場
合
、
生
産
調
整
面
積
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
よ
う
措
置

し
、
今
年
か
ら
飼
料
用
米
の
生

産
に
取
組
め
ば
、
３
年
間
で
反

当
り
５
万
円
を
助
成
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

飼
料
用
米
が
新
た
に
生
産
調

整
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
飼
料
の
自
給
率
向
上
と
遊

休
農
地
の
解
消
の
観
点
か
ら
全

国
的
に
関
心
が
高
ま
り
注
目
さ

れ
て
い
る
。

水
稲
は
作
れ
る
が
、
他
の
作

物
に
は
向
か
な
い
水
田
も
多

い
。
本
町
に
お
い
て
は
、
生
産

調
整
の
有
望
作
物
と
し
て
飼
料

用
米
の
生
産
を
奨
励
す
べ
き
と

思
う
が
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

合
わ
せ
て
今
年
の
生
産
調
整

面
積
と
米
の
作
付
け
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

沖
野
町
長

昨
年
度
中
途
よ
り
緊

急
調
整
と
し
て
実
施
さ

れ
た
地
域
水
田
活
性
化
緊
急
対

策
へ
本
町
で
は
１
組
織
と
３
名

の
個
人
が
取
組
ま
れ
た
。
新
規

需
要
米
に
つ
い
て
は
現
在
、
新

点
在
す
る
遊
休
農
地
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都
賀
大
橋
か
ら
上
流
を
な

が
め
る
と
、
江
の
川
左
岸

（
天
瀬
）
に
毎
年
８
月
中
旬

か
ら
11
月
末
ま
で
伝
統
漁
法

の
「
梁
」
が
仕
掛
け
ら
れ
て

お
り
、
江
の
川
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
梁
漁
は
、
こ
の
地
に

お
い
て
古
く
か
ら
操
業
さ
れ

今
日
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
伝
統
漁
法
で
あ
る
。

尚
こ
の
漁
法
は
江
の
川
で
は

こ
の
地
に
１
ヶ
所
し
か
設
置
が

許
可
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
漁

法
と
い
え
ま
す
。
梁
組
合
に
お

い
て
は
伝
統
漁
法
の
保
存
や
継

承
は
も
と
よ
り
、
子
供
達
を
対

象
と
し
て
梁
漁
の
講
習
等
も

聞
報
道
で
承
知
し
て
い
る
状
況

で
、
詳
細
や
今
後
の
日
程
に
つ

い
て
は
未
定
で
あ
る
。

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
水
稲
作
付
け
面
積
の
中

か
ら
不
足
し
て
い
る
飼
料
用
米

と
米
粉
を
目
的
と
し
て
新
規
に

転
作
を
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
生
産
者
と
加
工

業
者
、
販
売
業
者
と
の
契
約

等
、
事
前
準
備
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
又
反
当
５
万
円
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
た
め
内
容
が
は
っ
き
り
す
れ

ば
生
産
調
整
推
進
委
員
会
で
説

明
し
取
組
み
を
促
し
た
い
。

又
20
年
度
の
生
産
調
整
の
実

績
は
、
転
作
面
積
２
１
２
ha
で

対
前
年
８
ha
増
、
水
稲
の
作
付

け
率
は
98
％
で
管
内
の
基
準

99
％
よ
り
１
％
下
回
っ
た
。
面

積
に
す
る
と
３
ha
に
相
当
す

る
。
今
後
は
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、

作
付
け
率
１
０
０
％
に
向
け
た

対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

行
っ
て
お
ら
れ
生
涯
学
習
と

し
て
も
貴
重
な
場
を
提
供
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

雨
天
で
増
水
時
に
は
一
日

３
０
０
㎏
〜
４
０
０
㎏
の
鮎

が
落
ち
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。

や
な
り
ょ
う 
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どうなったの？ 
あの質問… 

答... 年度内を目標に順次払い下げを 

�共同作業所（昭和49年度）

農機具保管施設（昭和51年度）▼

１．農林業地域改善対策事業 26件 90,309千円 
２．県単農山漁村同和対策事業 25件 82,386千円 

の事業費をかけて建設されたものです。 

�農機具保管施設 ... 12件の内３件は処理済 
�共同作業所 ........... 16件の内５件は処理済 
�椎茸乾燥施設 ....... ４件の内２件は処理済 
�漁船管理施設 ....... 11件の内５件は処理済 
�その他施設 ........... ６件の内２件は処理済 

　20年９月末現在で払下げ済件数５件、賃貸契約済件数12件で約35％の
処理率ですが、今後引き続き処理に努力します。 

本会議で行った一般質問で改善や検討を求めています。 
指摘した事項に、町当局がどう取り組んでいるのかを追跡調査しました。 

問... 同和対策事業で建設された建物の 
  その後の処理状況は 

議会だよりみさとNo.016  08.10.14  2:54 PM  ページ9
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毒
入
り
ギ
ョ
ー
ザ
の
問
題
が
や
っ
と
お

さ
ま
っ
た
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
今
度

は
、
米
、
ミ
ル
ク
、
さ
ら
に
お
菓
子
に
ま

で
、
汚
染
さ
れ
た
品
物
が
出
回
っ
て
い
た

こ
と
が
発
覚
し
た
。
人
間
ど
ん
な
境
地
で

も
、
食
べ
物
さ
え
あ
れ
ば
生
き
ら
れ
る
、

し
か
し
そ
の
食
べ
物
が
安
全
で
な
け
れ
ば

こ
れ
は
問
題
で
あ
る
。
９
月
８
日
、
開
発

セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
所
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
島
根
県
有
機
農
業
協
会
が
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
証
機
関
に
認
定
さ
れ
た
。
有
機
農
業

と
は
、
化
学
合
成
に
よ
る
肥
料
・
農
薬
を

使
用
せ
ず
遺
伝
子
組
か
え
技
術
を
利
用
し

な
い
農
業
生
産
方
法
で
す
。
町
内
に
も
こ

の
よ
う
な
方
法
で
生
産
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

方
は
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
認
証
を
受
け
る

に
は
兵
庫
県
ま
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
さ
ら
に
検
査
員
の
旅
費
等
が
か
さ
む

た
め
、
個
人
で
認
証
を
受
け
て
生
産
さ
れ

て
い
た
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
同

協
会
の
認
証
を
受
け
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー

ク
を
貼
っ
た
商
品
が
生
産
出
来
れ
ば
、
農

業
の
振
興
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
大
都
市
の
ス
ー

パ
ー
、百
貨
店
で
は
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク

の
あ
る
、
有
機
食
品

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
佐
竹
記
）

美
郷
町
（
旧
邑
智
町
）
へ

Ｉ
タ
ー
ン
し
た
の
は
い
つ
で

す
か
。

奈
良
県
香
芝
市
か
ら
大
学

卒
業
後
、
大
田
市
三
瓶
町
の

和
牛
経
営
農
家
で
１
年
間
修
業

し
、
平
成
10
年
４
月
に
寺
谷
団

地
へ
入
植
、
７
頭
の
黒
毛
和
種

繁
殖
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

入
植
し
て
２
年
後
に
結
婚
し
ま

し
た
。

現
在
の
経
営
規
模

は
。農

地
面
積
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
牛
舎
２
棟
、

堆
肥
舎
１
棟
、
倉
庫
２
棟
、
和

牛
は
53
頭
、
内
育
成
牛
６
頭
、

子
牛
が
常
時
30
頭
強
い
る
。
子

牛
の
出
荷
は
月
平
均
３
〜
４
頭

で
す
。

子
牛
の
出
荷
は
ど
こ

へ
、又
親
牛
の
購
入
は
。

子
牛
は
宍
道
市
場
へ
出
荷

し
て
い
る
。
親
牛
は
自
家
保

留
が
基
本
で
あ
る
が
、
市
場
で
購
入

す
る
こ
と
も
あ
る
。

畜
産
経
営
で
苦
労
し
て
い

る
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と

は
。

入
植
当
時
は
牛
を
増
頭
す

る
こ
と
と
、
畑
に
石
が
多
く

徐
礫
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
又
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
発
生
し
た
平
成
14
年
は
子

牛
の
暴
落
で
経
営
が
大
変
で
し
た
。

平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た
飼
料
価
格

の
値
上
が
り
、
燃
料
価
格
の
値
上
が

り
、
特
に
平
成
20
年
か
ら
急
に
値
上

が
り
し
、
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

今
後
も
続
け
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
将
来
の
夢
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

頭
数
は
現
状
維
持
で
、
子

牛
価
格
を
全
国
平
均
に
持
っ

て
行
く
こ
と
、
こ
の
目
標
を
達
成
す

る
為
に
親
牛
の
入
替
え
が
必
要
で
あ

る
。全

国
的
に
、
畜
産
農
家
が
減
る
中

で
特
に
美
郷
に
於
い
て
は
激
減
し
て

い
る
。
夫
婦
で
頑
張
っ
て
い
る
の
で

支
援
策
等
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

A Q

A Q A Q A Q

A Q

美
郷
町
へ
Ｉ
タ
ー
ン
し
て 

　
　
　
寺
谷
団
地
で
頑
張
る
畜
産
農
家 
美
郷
町
へ
Ｉ
タ
ー
ン
し
て 

　
　
　
寺
谷
団
地
で
頑
張
る
畜
産
農
家 

寺
谷
地
区
　
西
牧
明
彦
・
和
江

 

島根有機農業協会 

議会だよりみさとNo.016  08.10.15  8:38 AM  ページ10


